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2014.9.16 第 106 回理事会 報告事項２ 

「商品市場の活性化策に係るとりまとめ」の実施状況 

―― 第 104 回理事会（5月 27 日開催）に報告した以降に追加対応されたもの ―― 

 

１．一般大豆における「売買インセンティブプログラム」を実施 

東商取において、平成 26 年 8 月 11 日から 9 月 30 日までの間の売買枚数に応じて段

階的に取引参加料を返戻する「売買インセンティブプログラム」を実施。 

 

２．帳入値段取引制度の導入 

東商取において、平成 26 年 10 月 6 日から、委託者を含む全ての市場参加者を対象

に、帳入値段で取引を成立させる新たな立会外取引「帳入値段取引制度」を実施の予定。 

＊ブロック取引をすべての委託者が利用できるよう本会が求めていたもの。 

 

３．農産物アナリスト育成セミナー修了者の公表 

東商取が外務員研修の充実と農産物・砂糖市場の活性化を図るため 26 年 3 月から開

催していた「農産物アナリスト育成セミナー」の修了者を本年 9月に公表。 

 

４．市況講演会の継続開催 

先物協会、東商取及び大阪堂島取の共催で、市況講演会を継続的に開催。 

第 11 回（東京）6月 16 日（月）農産物：トウモロコシ・大豆相場を動かす世界情勢 

受講者：13社 62 人 ゴム：季節周性で読むゴム先物相場 

第 12 回（大阪）7月 11 日（金）農産物：世界を魅了した大坂堂島の知恵 

受講者：8社 44 人 ～すべてはコメ相場から始まった～ 

 貴金属：金だけじゃない貴金属取引の魅力 

第 13 回（東京）7月 15 日（火）石油：石油スプレッド取引の魅力 

受講者：11社 68 人 コメ：コメ先物相場の変動要因 

 リスク管理：アタマを使えば相場は勝てる 

 ～勝ち組に入るための 5つの秘密～ 

第 14 回（東京）9月 19 日（金）ゴム：パネルディスカッション 

 世界のベンチマーク TOCOM ゴム相場の行方 

 為替：ＹＥＮ蔵が読む！ 最新為替動向 

 

５．コモディティフェスティバル 2014 の開催 

先物協会、東商取及び大阪堂島取の共催で、平成 26 年 9 月 23 日（火・祝）、御茶ノ

水ソラシティにおいて、主に一般委託者を対象としたイベント「コモディティフェステ

ィバル 2014」を開催予定。 

定員 300 名（無料・事前申込制）に対し 550 名の申込みがあった。 
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月
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事
前

予
想

結
果

平
成

2
6
年

1
1
月

 4
日

事
前

予
想

結
果

世
界

で
は

様
々

な
国

や
地

域
、

農
業

に
係

る
民

間
団

体
、

あ
る

い
は

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

等
が

農
産

物
の

需
給

に
関

す
る

統
計

資
料

や
予

測
を

作
成

し
、

発
表

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

情
報

は
、

農
作

物
の

生
産

者
に

と
っ

て
は

何
を

ど
れ

だ
け

生
産

す
れ

ば
需

要
に

見
合

い
生

産
物

が
き

ち
ん

と
売

れ
る

の
か

を
予

測
す

る
の

に
役

立
ち

ま
す

し
、

農
産

物
加

工
業

者
や

輸
出

入
業

者
等

に
と

っ
て

は
将

来
の

価
格

予
測

を
す

る
際

に
有

用
な

手
掛

か
り

と
な

り
ま

す
。

そ
し

て
商

品
投

資
を

行
う

人
々

に
と

っ
て

も
農

産
物

価
格

の
動

向
を

予
想

す
る

際
の

材
料

の
一

つ
と

し
て

注
目

の
対

象
に

な
っ

て
い

ま
す

。

中
で

も
、

大
豆

・
と

う
も

ろ
こ

し
に

関
し

て
世

界
最

大
の

生
産

国
で

あ
る

米
国

の
農

務
省

（
Ｕ

Ｓ
Ｄ

Ａ
）
か

ら
発

表
さ

れ
る

デ
ー

タ
は

価
格

決
定

に
大

き
な

影
響

力
を

持
っ

て
い

ま
す

。
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ッ
プ

へ

年
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じ
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Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ

か
ら

毎
月

1
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日

頃
発

表
さ

れ
る

需
給

の
基

礎
的

要
因

（
フ

ァ
ン

ダ
メ

ン
タ

ル
ズ

）
を

分
析

す
る

基
本

と
な

る
デ

ー
タ

で
、

W
o
rl
d 

A
gr

ic
u
lt
u
ra

l 
S
u
pp

ly
 a

n
d 

D
e
m

an
d 

E
st

im
at

e
 R

e
po

rt
の

頭
文

字
を

と
っ

て
「
W

A
S
D

E
（
世

界
農

産
物

需
給

予
測

）
」
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

世
界

及
び

米
国

の
小

麦
、

と
う

も
ろ

こ
し

、
大

豆
等

の
期

末
在

庫
に

関
す

る
予

測
で

あ
る

ば
か

り
で

な
く
、

統
計

の
信

頼
性

が
高

い
こ

と
か

ら
世

界
中

の
市

場
関

係
者

の
注

目
を

集
め

て
い

ま
す

。

大
豆

や
と

う
も

ろ
こ

し
の

穀
物

年
度

は
9
月

1
日

か
ら

翌
年

の
8
月

3
1
日

ま
で

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
前

穀
物

年
度

以
前

に
生

産
さ

れ
た

も
の

を
「
旧

穀
」
、

当
穀

物
年

度
に

生
産

さ
れ

た
も

の
を

「
新

穀
」
と

い
い

ま
す

が
、

Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ

で
は

旧
穀

及
び

新
穀

の
翌

年
8
月

3
1

日
の

在
庫

数
値

に
つ

い
て

、
毎

月
修

正
を

加
え

な
が

ら
予

測
を

公
表

し
て

い
ま

す
。

5
月

に
公

表
さ

れ
る

予
測

値
か

ら
は

、
同

年
の

秋
に

収
穫

さ
れ

た
農

産
物

の
翌

年
8
月

3
1
日

時
点

の
在

庫
量

を
新

穀
在

庫
予

測
と

し
て

発
表

し
、

同
年

の
8
月

3
1
日

時
点

の
在

庫
量

は
旧

穀
在

庫
予

測
と

し
て

発
表

さ
れ

ま
す

。

期
末

在
庫

を
総

需
要

で
除

し
た

比
率

を
「
期

末
在

庫
率

」
と

呼
び

、
需

給
の

ひ
っ

迫
や

緩
和

の
指

標
と

さ
れ

ま
す

。
米

国
大
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の

場
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般
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に
1
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％
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レ
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、
1
0
％

を
下
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れ
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っ
迫
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％

を
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ま
た

、
と

う
も
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こ

し
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1
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％
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と
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れ

て
い
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Ａ
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う
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に
つ
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て
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に
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庫
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Ａ

が
公
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し

た
数
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が

、
ア

ナ
リ

ス
ト

の
事

前
予
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さ
い

と
、

前
回

発
表

時
か

ら
の

3
か

月
間

の
消

費
や

輸
出

が
好

調
で

あ
っ

た
こ

と
を

意
味

し
、

反
対

に
予

想
よ

り
多

い
と

、
消

費
や

輸
出

が
不

調
で

あ
っ

た
こ

と
に

な
り

ま
す

。
四

半
期

在
庫

が
事

前
予

想
と

大
幅

に
食

い
違

い
を

見
せ

る
と

、
シ

カ
ゴ

や
東

京
の

と
う

も
ろ

こ
し

価
格

に
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ト

ッ
プ
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作
付

意
向

面
積

は
天

候
相

場
期

に
お

い
て

最
初

に
注

目
さ

れ
る

デ
ー

タ
で

す
。

4
月

～
9
月

は
「
天

候
相

場
期

」
、

1
0
月

～
3
月

は
「
需

要
相

場
期

」
と

呼
ば

れ
ま

す
。

作
付

け
に

適
し

た
時

期
は

産
地

ご
と

に
様

々
で

す
が

、
と

う
も

ろ
こ

し
に

つ
い

て
言

え
ば

、
米

国
中

西
部

で
は

4
月

～
5
月

、
南

半
球

の
産

地
で

は
1
0
月

～
1
1
月

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

作
付

期
に

好
天

に
恵

ま
れ

る
と

、
作

付
け

が
早

期
に

完
了

し
て

十
分

な
生

育
期

間
が

確
保

で
き

、
夏

の
高

温
期

よ
り

前
に

受
粉

期
が

到
来

し
て

干
ば

つ
被

害
の

可
能

性
が

減
少

し
、

豊
作

と
な

る
可

能
性

が
高

ま
り

ま
す

。

反
対

に
、

作
付

期
に

必
要

以
上

の
降

雨
が

通
過

し
て

作
付

け
が

大
幅

に
遅

れ
る

と
、

作
付

期
の

遅
い

大
豆

へ
の

作
付

け
シ

フ
ト

に
よ

っ
て

、
作

付
面

積
が

減
少

す
る

可
能

性
が

高
ま

り
ま

す
。

ト
ッ

プ
へ
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４
月

以
降

、
農

家
は

産
地

の
天

候
推

移
に

注
意

を
払

い
な

が
ら

作
付

け
を

開
始

し
、

６
月

末
に

は
実

際
の

「
作

付
面

積
」
が

Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ

か
ら

発
表

さ
れ

、
そ

の
内

容
次

第
で

相
場

が
動

く
こ

と
に

な
り

ま
す

。

ト
ッ

プ
へ

米
国

で
は

穀
物

を
輸

出
す

る
際

は
政

府
の

検
査

が
必

要
と

さ
れ

て
い

て
、

輸
出

予
定

の
穀

物
で

検
査

済
み

の
も

の
の

数
量

の
こ

と
を

輸
出

検
証

高
と

い
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

検
証

さ
れ

た
か

ら
と

い
っ

て
必

ず
し

も
輸

出
さ

れ
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

輸
出

成
約

高
と

併
用

し
て

見
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

輸
出

契
約

が
成

立
し

て
い

る
も

の
の

数
量

を
い

い
ま

す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

輸
出

状
況

が
あ

る
程

度
は

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
需

給
を

予
測

す
る

の
に

必
要

と
な

っ
て

き
ま

す
。

ト
ッ

プ
へ

株
式

会
社

東
京

商
品

取
引

所
（
英

文
名

T
o
ky

o
 C

o
m

m
o
di

ty
 E

xc
h
an

ge
, 
略

称
Ｔ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｍ

）
で

は
、

商
品

先
物

取
引

業
者

の
従

業
員

を
対

象
に

「
T
O

C
O

M
農

産
物

ア
ナ

リ
ス

ト
育

成
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
て

お
り

ま
す

。
Ｔ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｍ

農
産

物
ア

ナ
リ

ス
ト

と
は

当
該

セ
ミ

ナ
ー

修
了

者
に

対
し

て
Ｔ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｍ

が
付

与
し

た
称

号
で

す
。

Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｍ
農

産
物

ア
ナ

リ
ス

ト
は

農
産

物
ア

ナ
リ

ス
ト

の
会

を
結

成
し

、
同

会
に

所
属

す
る

商
品

先
物

取
引

業
者

名
で

、
平

成
2
6
年

1
1
月

以
降

、
Ｕ

Ｓ
Ｄ

Ａ
が

公
表

す
る

各
種

統
計

デ
ー

タ
の

「
事

前
予

想
」
を

発
信

し
て

お
り

ま
す

。
ト

ッ
プ

へ

民
間

調
査

会
社

な
ど

が
独

自
の

調
査

に
基

づ
く
調

査
報

告
を

米
国

農
務

省
の

発
表

の
数

日
前

に
公

表
す

る
こ

と
や

、
「
農

産
物

ア
ナ

リ
ス

ト
の

会
」
の

他
、

ロ
イ

タ
ー

や
ブ

ル
ー

ム
バ

ー
グ

な
ど

の
通

信
社

が
ア

ナ
リ

ス
ト

予
測

を
公

表
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
市

場
の

事
前

予
想

が
始

ま
り

、
徐

々
に

コ
ン

セ
ン

サ
ス

が
形

成
さ

れ
て

い
き

ま
す

。
そ

の
後

、
米

国
農

務
省

（
U

S
D

A
）
が

公
表

す
る

数
値

が
市

場
の

事
前

予
想

と
大

幅
に

食
い

違
い

を
見

せ
る

と
、

シ
カ

ゴ
や

東
京

の
と

う
も

ろ
こ

し
価

格
に

も
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ト
ッ

プ
へ

ト
ッ

プ
へ

サ
イ

ト
マ

ッ
プ

　
　

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

シ
ー

　
　

免
責

事
項

　

C
o
py

ri
gh

t 
(C

) 
2
0
0
0
~2

0
1
5
 J

A
P

A
N

 C
O

M
M

O
D

IT
Y
 F

U
T
U

R
E
S
 I
N

D
U

S
T
R

Y
 A

S
S
O

C
IA

T
IO

N
. 
A

ll 
R

ig
h
ts

 R
e
se

rv
e
d.
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コ
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デ
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テ
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ジジジジジジジジジジジジジジ

TO
P

⼯
業

品
(⾦

・
⽯

油
等

)
穀

物
(コ

メ
・

と
う

も
ろ

こ
し

等
)

コ
ラ

ム
ゴ

ム
レ

ポ
ー

ト
ニ

ュ
ー

ス
ゴ

ム
⼊

⾨
セ

ミ
ナ

ー
取

引
会

社
お

し
え

て
！

FA
Q

銘
柄

名
・

通
貨

名
ま

た
は

コ
ー

ド
を

⼊
⼒

銘
柄

・
通

貨
次
の
⼤
化
け
株
は

⽬
標
株
価
●
倍

熊
⾕
注
⽬
銘
柄

明
⽇
の
急
騰
株

急
騰
銘
柄
を
掴
む

現
在

の
⽇

時
：
05
⽉
28
⽇
13
:0
8

⽇
経

平
均

：
20
,6
33
.7
8

NY
ダ

ウ
：
18
,1
62
.9
9

(終
値

)
上

海
総

合
：
4,
94
1.
71

(終
値

)
ド

ル
/

ル
円

：
12
4.
20

ユ
ー

ロ
/円

：
13
5.
43

4
ゴ

ム
を

極
め

る
初

⼼
者

の
た

め
の

ゴ
ム

特
集

！

【
ご

注
意

】
『

み
ん

な
の

株
式

』
に

お
け

る
「

買
い

」
「

売
り

」
の

情
報

は
あ

く
ま

で
も

投
稿

者
の

個
⼈

的
⾒

解
に

よ
る

も
の

で
あ

り
、

情
報

の
真

偽
、

株
式

の
評

価
に

関
す

る
正

確
性

・
信

頼
性

等
に

つ
い

て
は

⼀
切

保
証

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

東
京

証
券

取
引

所
、

⼤
阪

取
引

所
、

名
古

屋
証

券
取

引
所

、
株

式
会

社
マ

ネ
ー

パ
ー

ト
ナ

ー
ズ

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

、
ト

ム
ソ

ン
・

ロ
イ

タ
ー

・
マ

ー
ケ

ッ
ツ

株
式

会
社

、
Ch

in
a 

In
ve

st
m

en
t

In
fo

rm
at

io
n 

Se
rv

ic
es

、
NA

SD
AQ

 O
M

X、
CM

E 
Gr

ou
p 

In
c.

、
株

式
会

社
Ｆ

Ｘ
プ

ラ
イ

ム
ｂ

ｙ
Ｇ

Ｍ
Ｏ

、
東

京
商

品
取

引
所

、
⼤

阪
堂

島
商

品
取

引
所

、
SI

X 
フ

ァ
イ

ナ
ン

シ
ャ

ル
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

、
Do

w
 J

on
es

、
Ha

ng
 S

en
g 

In
de

xe
s 

等
か

ら
情

報
の

提
供

を
受

け
て

い
ま

す
。

⽇
経

平
均

株
価

の
著

作
権

は
⽇

本
経

済
新

聞
社

に
帰

属
し

ま
す

。
『

み
ん

な
の

株
式

』
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
情

報
は

、
投

資
判

断
の

参
考

と
し

て
投

資
⼀

般
に

関
す

る
情

報
提

供
を

⽬
的

と
す

る
も

の
で

あ
り

、
投

資
の

勧
誘

を
⽬

的
と

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

ら
の

情
報

に
は

将
来

的
な

業
績

や
出

来
事

に
関

す
る

予
想

が
含

ま
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
れ

ら
の

記
述

は
あ

く
ま

で
予

想
で

あ
り

、
そ

の
内

容
の

正
確

性
、

信
頼

性
等

を
保

証
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
ら

の
情

報
に

基
づ

い
て

被
っ

た
い

か
な

る
損

害
に

つ
い

て
も

、
当

社
、

投
稿

者
及

び
情

報
提

供
者

は
⼀

切
の

責
任

を
負

い
ま

せ
ん

。
投

資
に

関
す

る
す

べ
て

の
決

定
は

、
利

⽤
者

ご
⾃

⾝
の

判
断

で
な

さ
る

よ
う

に
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

個
別

の
投

稿
が

⾦
融

商
品

取
引

法
等

に
違

反
し

て
い

る
と

ご
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

「
証

券
取

引
等

監
視

委
員

会
へ

の
情

報
提

供
」

か
ら

、
同

委
員

会
へ

情
報

の
提

供
を

⾏
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
『

み
ん

な
の

株
式

』
に

お
い

て
公

開
さ

れ
て

い
る

情
報

に
つ

き
ま

し
て

は
、

営
業

に
利

⽤
す

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
第

三
者

へ
提

供
す

る
⽬

的
で

情
報

を
転

⽤
、

複
製

、
販

売
、

加
⼯

、
再

利
⽤

及
び

再
配

信
す

る
こ

と
を

固
く

禁
じ

ま
す

。

運
営

会
社

 利
⽤

規
約

 プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

シ
ー

 プ
ラ

イ
バ

シ
ー

・
ス

テ
ー

ト
メ

ン
ト

 特
定

商
取

引
表

⽰
 ご

利
⽤

上
の

注
意

（
関

連
法

規
）

 広
告

掲
載

・
取

扱
商

品
 ヘ

ル
プ

/F
AQ

Co
py

rig
ht

 (
C)

 M
IN

KA
BU

, I
nc

. A
ll 

rig
ht

s 
re

se
rv

ed
.
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平成 26年 12月５日 

 

商品先物取引業者 各位 

 

日本商品先物取引協会 

日本商品先物振興協会 

 

マイナンバー制度と支払調書に関する説明会について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以下

「マイナンバー法」）」が平成 25 年 5 月 31 日に成立し、平成 27 年 10 月から各個人に対して

市区町村から 12ケタの個人番号（以下「マイナンバー」）が通知されることとなりました。 

商品先物取引業者（以下「商先業者」）は、その顧客が差金等決済を行った場合や顧客か

ら金地金等を買い取った場合には、顧客ごとに支払調書を作成し所轄の税務署に対して提出

することが義務付けられていますが、マイナンバー制度は当該支払調書に各顧客のマイナン

バーを付記することを求めるものです。 

また、本年 12 月３日から 16 日までの間「同法施行規則に基づく国税関係手続に係る個人

番号利用事務実施者が適当と認める書類等を定める件」について国税庁からパブリックコメ

ントの募集が行われております。 

 

今般この件に関して、国税庁課税総括課のご担当者から、商先業者の皆様に直接ご説明し

ていただく機会を得て、下記の通り説明会を開催することになりましたので、その旨ご案内

いたします。 

なお、説明会資料は、会場での配付を予定しておりません。後日、日商協ホームページに

掲載しますので、各自で印刷してご持参頂きますようお願いいたします。資料掲載が完了し

ましたら、改めてその旨ご連絡いたします。 

敬具 

 

記 

日  時 平成26年12月９日（火） 午後２時～３時 

場  所 株式会社東京商品取引所 地下１階セミナールーム 

東京都中央区日本橋堀留町1-10-7 

説明内容 マイナンバー制度の概要と支払調書について 

 

照 会 先 日商協自主規制グループ ０３－３６６４－４７３３ 

先 物 協 会     ０３－３６６４－５７３１ 

＊会場の都合上、１社２名までのご出席でお願いいたします。 

＊事前の参加申し込みは不要です。 

以 上 

[資料６－（17）]
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